
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東日本労働組合 

発行者 情報宣伝部 

2025年５月７日 №887 

東日本ユニオン調べ         

ＪＲ東日本で働く社員の   

 

３つの本音 

 

2025 年５月７日現在  

●ベアに格差が付くことは前からおかしいと思っている。物価はみんなに等しい。（関東） 

●基本給と夏季手当だけで生活設計は立てられない。会社の考えが理解できない。（東北） 

●同時議論はどちらも良い面があると思う。ＪＲ東海がコロナ前に夏季手当回答を出し、コ

ロナで収入が下がったときに、回答を下げなかったと聞いたことがある。（上信越） 

●夏季手当は欲を言えばもっと欲しいけど、納得するしかない。（関東） 

●2.8 ヶ月では、世の中についていけない。社員はボーナスで生活しているようなものだ。

これから関税などで「不安定になる」と言われている。貯蓄すらできない。（関東） 

●時期ではなく、額が重要！支給額が少ないと、生活設計が立てられない。（上信越） 

●会社はいつも一方的に施策を進める。社員の幸福と言うが、誰が幸せになっているのか分

からない。頑張って働いても生活は苦しいままだ。（関東） 

●格差ベアについて考えたことがなかった。言われてみれば格差かもしれないが、多くもら

う人がいても良いと思う。（上信越） 
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